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ベクトル vj を表す図形

この表記で重要なのは、マルの色ではない。

重要なのは、次のような形の図形が、j個の要素を持つベクト
ルを表すということである。
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回転させても同じである。
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ベクトル vj を表す図形

この表記で重要なのは、マルの色ではない。

重要なのは、次のような形の図形が、j個の要素を持つベクト
ルを表すということである。 右のものも同じベクトルを表す。

マルから出ている直線を、この図形の「腕」とか「手」とか「脚」
という。

ベクトルは、「脚」が一つの図形である。
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この図形は、「脚」をもたない。そうした図形は、「スカラー」を表す。

ベクトル同士の積 内積

同じ j個の要素を持つ

ベクトル x と

ベクトル y

の積 x・yを次のように表す。
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ベクトルxとベクトルyの積が定義できるるためには、
それぞれのベクトルの要素の数jが等しくなければならない。



ベクトル同士の積の例 内積

x = {1, 2, 3} と

y = {4, 5, 6} の

積 x・y は、次のように計算される。
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ベクトル同士の内積の例

x = {1, 2, 3} と

y = {4, 5, 6} の

積 x・y は、次のように計算される。

x = {1, 2, 3}

y = {4, 5, 6} 

x・y = 1x4 + 2x5 + 3x6 = 4+10+18=32 
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ベクトル同士の内積の一般の定義
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対応する要素をかけて、全部足したものである。


